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自然科学系の学術論文誌『Nature』の特別企画冊子
「Nature Index 2018Japan」（2018年3月発行）のランキングで、青山

学院大学が第5位に入りました！
このランキングは、2012年～2017年の6年間の自然科学分野の論文

のうちハイレベルな学術誌に掲載された割合の高い大学を示していま
す！つまり青山学院大学理工学部の研究レベルが高いことが証明され
ました！そこで青学のハイレベルな研究の一部を紹介します。
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重力波天文学の幕開け

理工学部 物理・数理学科
准教授 坂本 貴紀

２０１７年８月１７日に検出された重力波イベントは中性子
星同士の合体によって発生し、このイベントの宇宙そして地上
からの観測により初めて重力波イベントからの光の検出に成功
しました。重力波に伴った光の観測から、今までの光だけによ
る観測では難しかった、ガンマ線バーストの起源に迫れ、また、
重たい元素の生成現場なども見えてきました。現在、重力波検
出器はアップグレードの最中で、次の観測は２０１８年の終わ
り頃の開始を予定しております。今後も我々の予想を良い意味
で裏切る新発見を重力波天文学はもたらしてくれる事でしょう。

グラフェンを用いた透明アンテナ

理工学部 電気電子工学科
教授 黄 晋二
教授 橋本 修

黄研究室では、グラフェンという新しい材料の応用について研究して
います。グラフェンは、炭素原子が蜂の巣状に結合した、わずか原子一
層のシート材料でありながら、電気を良く通し、透明かつフレキシブル
など、魅力的な性質を多く兼ね備えています。我々は、同学科の橋本研
究室と共同で、グラフェンを用いた「透明なアンテナ」について研究を
進めています。現在、膨大なデータが無線通信技術を使って送受信され
ていますが、今後、通信のためのアンテナが様々な場所で必要になりま
す。透明アンテナを使えば、環境の外観を変えずに無線通信機能を付与
することができます。例えば、ビルや自動車のウインドウの透明性を維
持したままアンテナを設置できます。我々はこれまでに、わずか原子1
層のグラフェンからなる透明アンテナから実際にマイクロ波帯の電波が
放射されることを実証しました。今後、通常の金属製アンテナでは実現
不可能な高機能を持つグラフェンアンテナの開発に取り組んでいきます。

(左図) スウィフト衛星の紫外/可視光
望遠鏡によって重力波イベント
GW170817 からの紫外線放射を検出
(出典: NASA/Swift)。(右図) NASA チャ
ンドラX線望遠鏡によってX線放射を
検出 (出典: NASA/CXC/E. Troja)。
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